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会社概要
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商号 岡部株式会社 （OKABE CO., LTD.）

創業 1917年（大正６年）4月14日

設立 1944年（昭和19年）2月1日

従業員数 連結966名 ／ 単体618名

資本金 69億1,170万円

上場市場 東京証券取引所プライム市場（証券コード：5959）

本社 東京都墨田区押上2丁目8番2号

国内主要工場 茨城県下妻市、埼玉県久喜市、京都府久世郡

国内グループ会社
（3社）

建設：株式会社富士ボルト製作所、OMM株式会社
その他（産業機械）：株式会社河原

海外グループ会社
（7社）

建設＜米国＞：OCM, Inc.、OCM Manufacturing LLC、他1社
建設＜インドネシア＞：PT. FUJIBOLT INDONESIA、他2社
その他（自動車）＜米国＞：OKABE CO., INC.



岡部の歩み
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フリーフレーム工法開発

2018

総合実験センター開設

ベースパック柱脚工法開発1951 フォームタイ工法開発

1917 岡部蜜之助により創業

1975

久喜工場

19751968

京都工場 茨城工場

2015

1986
型枠一本締め工法発売

1972 東証2部上場 1991 東証1部上場 2022 東証プライム

2007
2025

OSリング発売

2019

産業機械製品魚礁事業

2008

海外建材事業

2002

自動車関連事業

1977

創業
100周年



岡部の強みと価値観
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経営理念

安全・安心の提供を通じて
社会に貢献する

技術開発力

製品提案力

海外展開力

okabeブランド

okabe
コーポレートビジョン 2040

これまでも、そしてこれからも
建設を支える耐震建材メーカーとして培った
「創造力」×「つなぐ力」×「人の力」で

世界中の人々の生活に安全・安心を提供する
グローバル・ソリューションプロバイダー

◆あらゆる職場が開拓精神を旨とし、創意工夫革新に努力すること
◆サービス精神を旨とし、社会に奉仕し社運の発展に努力すること
◆人材の育成に努力し、企業の永遠の発展を期すること
◆社員にとってその一生を託して、悔いることのない職場たること

社是



事業別・製品別 売上高・営業利益構成比
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9.2

10.6

29.5

14.9

26.2

9.6

売上高 営業利益

建設90.4 ％

海外

30.0％

多角化

21.3 %

建設

78.7 %

69,758 百万円 4,762 百万円

仮設
型枠

土木

構造
機材

建材
(国内)

建材
(海外)

多角化



各製品分野における主要製品
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仮設・型枠製品 土木製商品 構造機材製商品

建材商品

建材製商品（海外）
多角化事業

フリーフレーム工法

魚礁・藻場礁・増殖礁

バーサポート他社から仕入れた
建材商品全般（国内）

リフトテーブル

トラック用
ツーピースナット

丸セパ・フォームタイ・Pコン

ベースマン

ネクスタイ

ロックボルト

ベルキャップ

ベースパック
(BP)

OSリング

セレクトベース
（SB）

オカベスタッドS

クラウンパイルアンカー

スペーサー ブラケット

売上
構成比
％

9.2 10.6 29.5

9.6
26.2

14.9

カラマン
チェーン



社会課題解決を支える５つの主要製品
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地震による柱脚被害を防ぎ、
建物と命を守る

【防災・安全】ベースパック柱脚工法

【省力化】OSリング

施工手間を大幅削減し
工期短縮に貢献

【防災・環境】フリーフレーム工法

山の景観を壊さず、
自然に溶け込む

【海洋保全】魚礁製品群【省力化】型枠一本締め工法

総重量約70%削減、
作業時間短縮、
運搬CO₂削減

海洋資源の枯渇防止と
豊かな海づくり

課題解決

特長 採用30万棟以上、
柱脚部の地震被害 "0"

独自のグラウト技術と
有資格者施工による確実な品質

片面施工により
梁の反転作業が不要

課題解決

溶接ひずみ低減、
大型ブレース構造にも対応

特長

土砂崩れを防ぎ、
自然環境にも調和する工法

課題解決

特長

軽量で作業安全性も向上

現場の負担を減らし、
環境負荷も低減

課題解決

特長

課題解決

特長 藻場礁（産卵場）
→ 増殖礁（育成）
→ 魚礁（漁業効率化）

次世代へ海洋資源をつなぐ
持続可能な漁業支援



商流（建設関連製品事業）
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仮設・型枠製品 土木製商品構造機材製商品

建材商品

建材製商品（海外）

特約店・販売店

商 社

建設会社（ゼネコン・サブコン・地場中小企業）

型枠大工 ファブリケーター

リース業者

BP商社① BP商社②

BP販売施工店

のり面業者

BP・SB・OSリング右記以外

設計事務所 専門業者



商 社

商流（多角化事業）
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産業機械製品 自動車関連製品魚礁・海洋資材製品

建設会社

倉庫・物流業

造船会社

漁協組合 自動車メーカー食品・医薬品工場

製造業 車両整備会社



売上高・売上総利益率推移
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多角化事業 ホテル事業 自動車関連製品事業 建材商品(海外) 建材商品(国内) 構造機材製品 土木製品 仮設･型枠製品 建設関連製品売上高 売上総利益率（単位：

利益率の高い構造機材製品に注力

仮設型枠の岡部

OCMグループ成長

WG買収

海洋事業譲受

ホテル事業売却

富士ボルト買収

河原買収

Vimco買収

WG売却

仮設
型枠

土木

構造
機材

建材
(国内)

建材
(海外)

多角化

自動車

ホテル



売上高・営業利益・EBITDA推移
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売上高 営業利益 EBITDA（営業利益+減価償却費+のれん償却費）



PBR・時価総額・自己資本推移
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株式情報
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自己名義 3.0

個人・その他 35.3

金融機関 25.2その他の法人 25.7

外国法人等 9.3

証券会社 1.5

大株主（上位10名） 持株数(千株) 比率(％)

トルク株式会社 5,355 11.67

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 4,581 9.98

日本生命保険相互会社
（常任代理人 日本マスタートラスト信託銀行株式会社）

1,388 3.02

株式会社みずほ銀行
（常任代理人 株式会社日本カストディ銀行）

1,134 2.47

株式会社三菱UFJ銀行 1,015 2.21

岡部 和子 1,004 2.19

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 947 2.06

第一生命保険株式会社
（常任代理人 株式会社日本カストディ銀行）

870 1.89

エムエム建材株式会社 600 1.30

東京海上日動火災保険株式会社 591 1.28

所有者別株式数分布状況

1. 当社は、自己株式を1,416千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。

2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。



10年間の株価・出来高推移
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